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小 千伊 泊
曲 勢 聖
泉町 山町

今回の中国残留日本人孤児の肉親捜しで、市内出身のお

二人の身元が確認され、それぞれ念願の帰郷を果しました。

まず、 2月27日には小林秀子さん(44)=中国名 ・胡桂蘭

さん=が、続いて3月1日には山部 聡さん(48)=中国名・
劉徳永さん=が郷里の土を踏みました。それぞれ実に40年
ぶ りの肉親対面となりました。 六七七戸
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市民と市長の日

「市民と市長の日」を 4月2日(月)午

前9時から午後4時ま で、市役所3階
市長室で行います。お気軽におてかけ
< tこずさい。

農地問題相談日

「農地問題相談」を 4月2日(月)午前

8時30分から午後5時まで、市役所2
階農業委員会事務局で行います お気

軽におでかけください。

-・ ・ ・・ 2~7 ページ

主な内容

3月定例市議会、 重点事業に創造館建設などー

盗犯防止モテ"ル地区、南部地区で防犯診断・・・・ー・・・・・・・ー・・・...8ページ

ポルノ雑誌 自動販売機、業者の甘い言葉に注意・・・・・・…-一...9ページ
お知 らせ・・・・・・
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重点事業に創造館建設なと

えつ広報ー第907号07号~

59年度諸予算案は187億円Y3車問時会I

3月定例市議会が、 3月1日から始まりました。

:当日は、永野市長が施政方針を述べ、提出議案の説 ;

j明をしました。市議会は、 3月21日まで 21日間の i

j会期で聞かれます。今回は、庁内機構の改革に伴う i

r上田市組織条例の一部改正案」、福祉会館の設置に ;

iより制定される「上田市福祉会館条例の制定案」、「昭 j

i和59年度上田市一般会計予算案」など57議案が提案・ i

i審議されています。

道
路
交
通
の
整
備
に
努
力

本
年
は
、
市
政
を
姐
当
し
て
任
期
後

半
を
迎
、
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
お

か
げ
さ
ま
で
各
種
の
事
業
、
地
策
が
順

調
に
推
進
し
て
い
る
こ
と
は
、
議
員
の

皆
様
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
様
の
多
大

な
御
協
力
に
よ
る
も
の
と
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

第
二
次
長
期
基
本
構
想
の
策
定

第
二
次
上
田
市
長
期
基
本
構
想
づ
く

り
は
、
す
で
に
設
置
し
た
基
本
構
想
審

議
会
の
も
と
に
、
近
く
策
定
委
貝
会
の

四
号
線
住
吉
地
給
か
ら
も
着
工
で
き
る

こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
住
吉
と
秋

各
専
門
部
会
を
置
き
、
い
よ
い
よ
具
体

的
な
策
定
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
策
定
の
た
め
の
専
門
部
会
と
し
て

は
、
都
市
環
岐
坐
備
部
会
、
福
祉
健
康

部
会
、
教
育
文
化
部
会
、
産
業
経
済
部

会
お
よ
び
行
財
政
部
会
の
五
部
会
と
し
、

市
民
広
聴
な
ど
で
い
た
だ
い
た
数
々
の

建
設
的
な
御
意
見
を
尊
重
し
、
上
田
市

の
将
来
構
想
を
組
み
立
て
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

関
越
自
動
車
道
上
越
線

施政方針を述べる永野市長(右)

関
越
自
動
準
道
上
越
線
は
、
基
本
計

画
路
線
か
ら
艶
備
計
画
路
線
に
格
上
げ

さ
れ
る
よ
う
、
沿
線
関
係
市
町
村
の
連

携
の
も
と
に
運
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

昨
年
十
二
月
に
は
、
川
県
か
ら
慨
要
ル
ー

ト
の
内
一
不
的
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た

こ
の
概
要
ル
|
卜
は
、
佐
久

・
更
埴
間

の
幣
備
計
画
路
線
と
し
て
審
議
を
す
る

上
で
、
必
要
な
諸
訓
k
t
を
実
施
す
る
範

開
の
H

倍
礎
と
な
る
べ
き
も
の
で
す
。

今
後
は
、
地
出
払
随
一
の
諸
リ
バ
酬
と
の

粗
削
壊
を
と
り
つ
つ
、
昭
和
六
十
年
に
間

似
が
子
相
心
さ
れ
る
た
則
、
川

i
問
党
内
H

線
内
品
問
中
道
建
設
審
公
会
で
い
わ
倫
-4
川
州

路
線
と
し
て
決
定
さ
れ
る
よ
ヲ
、
引
き

絞
き
沿
線
関
係
市
町
村
と
連
践
し
て
、

と
市
道
国
分
線
の
道
路
改
良
は
、
地
花

関
係
者
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

運
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す

北
陸
新
幹
線
建
設
を
早
期
に

北
陸
新
幹
線
の
建
設
は
、
昭
和
五
十

七
年
十
二
月
、
通
過
沿
線
の
環
境
彩
弊

評
価
書
案
が
公
表
さ
れ
、
昭
和
五
十
八

年
一
月
に
は
市
長
意
見
耳
、
二
月
に
は

知
事
意
見
主
が
提
出
さ
れ
る
な
ど
、
諸

手
続
き
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た

昨
年
の
十
月
に
は
、
建
設
工
事
に
関

す
る
所
要
の
準
備
作
業
を
行
う
た
め
、

鉄
道
建
設
公
団
の
着
工
準
備
作
業
所
が

長
野
市
に
も
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
国
や

関
係
当
局
で
は
、
建
設
財
源
問
題
な
ど

の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
関
係

沿
線
地
域
と
し
て
も
本
格
的
な
お
工
の

実
現
に
む
け
て
、
さ
ら
に
建
設
促
進
を

強
く
要
望
し
、
運
動
を
進
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

上
回
バ
イ
パ
ス
を
急
ピ
ッ
チ
で

上
回
バ
イ
パ
ス
は
、
上
塩
尻
か
ら
秋

和
地
籍
の
本
体
工
事
、
そ
れ
に
関
連
す

る
秋
和
・
塩
尻
の
凶
道
一
八
号
線
沿
い

の
歩
道
ぷ
民
工
が
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
用
地
買
収
も
、
環
岐
問
題
や
住
定
、

神
社
お
よ
び
築
地
移
転
な
ど
に
つ
い
て

地
元
関
係
お
と
た
び
盈
な
る
話
し
合
い

を
付
い
、
地
惜
者
的
御
理
解
に
よ
り
、

た
い
ぷ
近
ん
で
き
ま
し
た
昭
和
ム

i

九
今
昨
は
は
、
川
地
出
山
川
に
上
る
予
算
の

明
軒
叫
に
よ
り
、
第
期
医
町
全
線
に
わ

た
る
大
部
分
の
用
地

R
m快
か
肝
4

能
と
な

り

ま

し

た

廷

d
L
b
は、

U

-

d

の
利
刷
、
ノ
1

カ
|
デ
な
ど
刀
対

を
た
て
‘
市
民
へ
の
昨
び
か
け
.
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線
自
動
車
道
建
設
審
議
会
で
慾
備
計
画

路
線
と
し
て
決
定
さ
れ
る
よ
う
、
引
き

続
き
沿
線
関
係
市
町
村
と
連
携
し
て
、

第 907号、

歳 入 歳 出

科 目 58年度 59年度 構成比 前年対比 科 目 58年度 59年度 構成費 前年対比

1 市 税 8，5975i31 9，119，932 486 96 106. illl 議 ~三h 'fli 233，236 244，6r58 s・i l.3 104f 
2 :t也方 譲 与税 220，000 220，000 l.2 100.0112 総 務 資 1，826，852 1，790，108 9.5 99.0 

3 自動車取得税交付金 130，000 130，000 0.7 100.0113 民 生 'fli I 4， 084， 048 3，834，483 20.5 93.9 
4 .1也方 交 付税 1，850，000 1，650，000 8.8 89.2 114 1街 生 'fli 998，332 1，519，060 8.1 152.2 

5 交 通安特全対別交策付 金 13，000 16，000 0.1 123.1 115 労 1動 1主 272，644 271，014 l.4 99.4 

6 分担金及び負担金 845，889 677，141 3.6 80.1 116 農林水産 業 費 1，572，022 1，518，622 8.1 96.6 

7 使用料及び手数料 235，985 265，068 1.4 112.3117 商 工 資 1，556，054 1，536，146 8.2 98.7 

8 国 庫支 出 金 1，982，576 2，282，414 12.2 115.1 118 土 木 貸し921，988 2，434，379 13.0 126.7 

9 県 支 出 金 674，499 991. 957 5.3 147.1119 1肖 日方 'fli 586，217 383，379 2.1 65.4 

10 財 産収入 158，182 150，434 0.8 4l.1 10 教 育 資 2，783，452 2，951，900 15.7 106.1 

1I寄 ~f.t 金 10，174 21，506 0.1 50.5 11 災害 復旧費 28，769 415，137 2.2 1，443.0 

12 繰 入 金 300，000 100，000 0.5 33.3 12 公 1ft ï~ I 1，680，707 1，855，240 9.9 110.4 
13 繰 越 金 50，000 200，000 l.1 400.0 13 予 イ筒 fi 5，000 5，000 。。 100.0 
14 諸 収 入 1，459，333 1，474，074 7.8 10l.0 歳 出 合 計 17，549，321 18，759，126 100.0 106.9 

15 市 イ資 1，022，100 1，460，600 7.8 142.9 

歳入合計 17，549，321 18.759.126 100.0 106.9 

一般会計当初予算(案)

だえつー (3)一一一昭和59年 3片16l:l 広報

昭和59年度

四
号
線
住
吉
地
籍
か
ら
も
着
工
で
き
る

こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
住
吉
と
秋

和
の
両
地
籍
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
上
回
バ
イ
パ
ス
と
市
街
地
を
結

ぶ
上
田
駅
大
星
線
の
改
良
工
事
も
、
昭

和
五
十
九
年
度
は
国
庫
補
助
に
よ
る
着

工
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
柏
極
的
に
運
動

を
進
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

小
牧
橋
の
取
付
道
路
に
全
力

小
牧
橋
関
連
の
市
道
小
牧
川
辺
町
線

と
市
道
国
分
線
の
道
路
改
良
は
、
地
元

関
係
者
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

全
線
開
通
を
目
指
し
て
鋭
意
努
力
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
早
期
開
通
を
目

指
す
秋
和
上
堀
線
お
よ
び
拡
幅
工
事
を

進
め
る
大
手
町
下
郷
線
は
、
上
田
市
に

と
っ
て
重
要
な
基
幹
道
路
で
あ
り
、
一

日
も
早
い
完
成
を
目
指
し
、
引
き
続
き

努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
渋
滞
の
解
消
対
策
は
、
上
田
市

交
通
渋
滞
対
策
会
議
の
主
導
に
よ
っ
て
、

昨
年
か
ら
時
差
通
勤
、
公
共
交
通
機
関

区 分 58年度 59年度 前年対比

子同 千円 % 
一般会計 17，549，321 18，759，126 106.9 

土 I也 取 f尋 280，000 260，000 92.9 I 

特 塩 回 有 線 42，167 40，426 95.9 

国民健康保険 3，448，635 3，376，856 97.9 
男IJ

交通災害共済 25，953 27，261 105.0 

:11ι 、E
九i祉 'F業セ ンタ -4~ j1; 120，497 125，853 104.4 

業 産 院 226，253 230，041 10l. 7 
、、戸，

老 人 {呆 健 2，914，743 3，318，510 113.9 
dzh z 

等同和地区住貸宅新築資付金 423，482 374，396 88.4 

計 公共下水道 1，395，397 1，214，764 87.1 

il' 2十 8，877，127 8，968，107 10l.0 

当初予算(案)昭和59年度

地
額
に
よ
り
、
第
一
期
区
間
令
.
線

γ
わ

た
る
大
部
分
の
用
地
買
収
が
可
能
と
か

り
ま
し
た
。
建
設
工
事
は
、
国
造
二
叫

の
利
用
、
/
|
カ
|
デ
ー
な
ど
の
対
策

を
た
て
、
市
民
へ
の
呼
び
か
け
、
事
業

所
な
ど
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
後
も
引
き
続
き
、
こ
の
運

動
を
進
め
ま
す
。

東
塩
田
林
間
工
業
団
地

東
塩
固
め
林
間
工
業
団
地
は
、
い
よ

い
よ
上
田
市
土
地
開
発
公
社
に
よ
っ
て

買
収
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
現
住
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託
し
て
い
る
基

本
設
計
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
実
施

設
計
に
入
り
、
一
日
も
早
く
造
成
若
手

が
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
考
、
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
住
民
生
活
へ

の
影
響
に
も
、
十
分
に
調
整
を
図
り
、

配
意
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

工
場
の
移
転
、
新
設
な
ど
は
、
市
内

各
所
で
も
実
現
を
み
て
い
ま
す
が
、
市

と
し
て
も
で
き
る
限
り
の
協
力
を
し
て
、

企
業
の
伸
展
と
雇
用
の
安
定
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
昭
和
五

十
九
年
度
は
、
工
場
用
地
取
得
資
金
融

資
制
度
の
新
設
を
図
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
市
が
造
成
す
る
工
場
団

地
ま
た
は
工
場
立
地
め
適
地
と
認
め
ら

れ
る
地
域
で
の
用
地
を
取
得
す
る
企
業

に
対
し
、
貸
付
限
度
額
三
千
万
円
、
償

還
期
間
十
年
で
貸
し
付
け
る
も
の
で
、

工
業
振
興
と
住
工
混
在
の
解
消
に
役
立

つ
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
圏
域

す
で
に
、
県
が
発
表
し
た
テ
ク
ノ
ノ
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イ
ラ
ン
ド
構
怨
は
、
県
内
を
五
圏
域
に

分
け
、
先
端
技
術
の
拠
点
づ
く
り
と
高

速
交
通
網
、
情
報
通
信
網
な
ど
の
基
盤

桜
備
に
よ
っ
て
、
地
域
経
済
の
発
展
を

図
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
昭
和
五
十

九
年
度
か
ら
は
、
各
市
町
村
や
民
間
団

体
に
対
し
、
本
格
的
な
協
議
に
入
る
予

定
で
す
。
通
産
省
の
地
域
振
興
策
で
あ

る
「
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
」
地
域
指
定
は
、

県
下
で
は
五
圏
域
の
う
ち
、
上
回
、
佐

久
、
小
諸
の
三
市
と
周
辺
の
五
町
村
に

よ
る
「
浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
圏
域
」
が

有
力
と
も
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
上
田
市

と
し
て
も
、
地
域
指
定
に
結
び
つ
く
基

本
計
画
づ
く
り
に
向
け
て
努
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

上
回
観
光
会
館
は

8
月
完
成

上
回
観
光
会
館
の
建
設
は
、
順
調
に

進
ん
で
お
り
、
本
年
八
月
に
は
完
成
の

えつ広報ー ~~ 907 ~;. 

急ピッチで進む文化センターの建設工事。右上に見えるのは

県合同斤舎(市立図書館の屋上から撮影)

予
定
で
す
。

こ
の
上
回
観
充
会
館
は
、

上
田
市
に
お
け
る
観
光
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
、
く
つ
ろ
い
で
い
た
だ
け
る
休
憩

所
、
名
産
品
売
場
、
実
演
展
示
場
な
ど

が
あ
り
、
観
光
客
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス

向
上
が
図
ら
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
東
京
在
住
の
篤
志
家
成
沢
定

平
様
の
御
寄
付
に
よ
る
真
田
幸
村
銅
像

の
建
立
が
計
画
さ
れ
、
現
在
、
製
作
に

着
手
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
銅
像
は
、

上
田
駅
前

ロ
ー
タ
リ
ー
の
一
角
に
建
立

が
決
定
し
、
上
田
市
の
表
玄
関
が
一
層

魅
力
あ
る
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

焼
却
炉
建
設
は

3
年
計
画
で

上
田
市

・
真
田
町
じ
ん
か
い
焼
却
場

組
合
で
進
め
て
い
る
焼
却
炉
の
建
設
は、

昭
和
五
十
八
年
度
か
ら
三
か
年
計
画
で

着
工
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
上

四
階
地
下
一
階
建
て
で
、
百
ト

ン
炉
二

基
が
建
設
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
、
家
庭

な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
処
理
、

街
の
環
境
美
化
に
一
層
役
立
つ
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

家
庭
雑
排
水
汚
で
い
処
理
施
設

懸
案
の
家
庭
雑
排
水
汚
で
い
処
理
施

設
も
、
一
日
当
り
八
十
立
方
灯
の
処
理

が
で
き
る
施
設
を
、

昭
和
五
十
九
年
度

に
着
工
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
国

に
お
い
て
も
、
こ

の
施
設
の
軍
要
性
を

認
め
、
昭
和
五
十
九
年
度
か
ら
補
助
対

象
と
し
て
認
め
る
と
い
う
気
運
に
あ
り
、

上
田
市
が
こ
の
第
一
号
に
な
る
よ
う
に

型
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
図
面
の
整
備
を
年
度

内
に
終
了
さ
せ
、
昭
和
五
十
九
年
度
は

ス
ケ
ー
ト
場
建
設
の
た
め

強
力
に
働
き
か
け
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
こ
の
処
理
施
設
の
完
成
に
よ
り
、

河
川
の
水
質
の
汚
濁
を
防
止
し
、
魚
の

住
め
る
河
川
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

都
市
近
郊
型
集
約
農
業

へ

農
業
は
、
豊
か
で
活
力
あ
る
農
村
地

域
の
振
興
を
図
る
た
め
、

地
域
の
特
性

を
生
か
し
、
都
市
近
郊
型
集
約
農
業
へ

の
発
展
を
目
標
に
、
土
地
利
用
の
高
度

化
と
生
鮮
農
産
物
の
産
地
化
を
定
着
さ

せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
昭
和

五
十
九
年
度
は
、
地
域
に
適
し
た
果
樹
、

花
き
、
特
用
作
物
な
ど
を
は
じ
め
、
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
の
ハ
ウ
ス
栽
培
を
行
い
、

農
業
生
産
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

生
産
基
盤
の
笠
備
は
、
農
畜
産
物
の

輸
入
自
由
化
や
食
組
需
要
の
停
滞
、
農

業
従
事
者
の
老
齢
化
な
ど
、
諸
情
勢
の

変
化
に
対
応
し
た
近
代
農
業
の
土
台
づ

く
り
を
行
う
た
め
、
土
地
基
盤
の
盤
備

を
実
施
し
て
、
経
営
の
近
代
化
と
生
産

性
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
県
営
ほ
場

経
備
事
業
や
新
農
業
構
造
改
善
事
業
の

促
進
、
農
道
・
水
路
の
新
設
改
良
な
ど

土
地
利
用
型
農
業
を
和
極
的
に
推
進
し

ま
す
。

福
祉
会
館
は

3
月
完
成

障
害
者
の
福
祉
明
進
を
図
る
た
め
建

設
を
し
て
い
た
上
田
市
福
祉
会
館
は
、

こ
の
三
月
に
完
成
の
運
ぴ
と
な
り
ま
す
。

所 千
周曲
土辺 川
、で 上
実堀
施河
さ 川
れ敷
る 付
予近
定お
でよ
すぴ
。市

こ役

今
後
は
、
障
害
者
お
よ
び
関
係
者
が
こ

の
施
設
を
有
効
に
利
用
さ
れ
、
福
祉
向

上
に
つ
な
が
る
よ
う
期
待
を
す
る
も
の

で
す
。
ま
た
、
障
害
者
の
う
ち
療
育
手

帳
所
持
者
全
員
を
対
象
と
し
た
、
福
祉

医
療
費
の
給
付
を
行
う
な
ど
、
制
度
の

拡
大
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
が
順
調
に

通
学
区
再
編
に
伴
う
南
小
学
校
は
、

こ
の
四
月
に
新
設
校
と
し
て
開
校
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
五
十
九
年
度

は
、
第
六
中
学
校
の
用
地
買
収
、
豊
殿

小
学
校
の
児
童
数
の
増
加
に
伴
う
校
舎

の
増
築
な
ど
を
進
め
た
い
と
考
、
え
て
い

ま
す
。

文
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設
は
、
昭
和
五

十
八
・
五
十
九
年
度
の
二
か
年
継
続
事

業
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
工
事
は
順

調
に
進
み
、
本
年
十
二
月
に
は
本
体
工

事
が
完
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
的
財
産
で
あ
る
上
回
城
の
燃
の

改
修
は
、
西
納
に
引
き
続
き
、
国
・
県

の
補
助
金
を
受
け
て
南
棉
の
改
修
を
進

め
て
お
り
、
本
年
十
一
月
に
は
完
成
の

運
び
で
す
。

創
造
館
は
本
年
度
着
工

上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
で
進

め
て
い
る
創
造
館
の
建
設
は
、
昭
和
五

十
九
年
度
い
よ
い
よ
石
工
と
な
り
ま
す
。

多
目
的
に
利
用
で
き
る
文
化
庁
|
ル
、

児
童
生
徒
め
理
科
授
業
を
補
完
て
き
る

児
童
科
学
館
、
プ
ラ
、一
平
タ
リ
ウ
ム
、
夫

し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
制
定

し
ま
す
。
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体
望
遠
鏡
、
そ
し
て
美
術
館
、
歴
史
民

俗
資
料
館
な
ど
が
、
上
小
地
域
へ
の
広

域
サ
ー
ビ
ス
で
き
る
施
設
と
し
て
活
用

さ
れ
る
よ
う
構
想
づ
く
り
が
さ
れ
て
い

ま
す
。
付
属
施
設
の
体
育
館
も
、
地
域

の
社
会
体
育
館
と
し
て
役
割
り
が
果
た

せ
る
よ
う
計
画
さ
れ
て
お
り
、
市
民
か

ら
要
望
の
強
い

、
社
会
体
育
館
第
一
号

が
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

創
造
館
に
隣
接
し
て
、
昭
和
五
十
九
年

度
は
、
長
池
公
園
の
建
設
を
都
市
計
画

事
業
で
着
手
し
ま
す
。

「
市
民
の
森
」
を
総
合
公
園
に

憩
い
の
場
で
あ
る
「
市
民
の
森
」
の

整
備
事
業
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
か
ら

五
か
年
計
画
で
、
運
動
施
設
、
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
の
施
設
を
整
備
し
、
魅
力

あ
る
総
合
公
園
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
昭
和
五
十
八
年
度
は
、
全
天
候

象
と
し
て
認
め
る
と
い
う
気
運
に
あ
り
、

上
田
市
が
こ
の
第
一
号
に
な
る
よ
う
に

型
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
四
面
の
整
備
を
年
度

内
に
終
了
き
せ
、
昭
和
五
十
九
年
度
は

ス
ケ
ー
ト
場
建
設
の
た
め
の
造
成
工
事
、

野
球
、
サ
ッ
カ
ー
の
で
き
る
第
一
グ
ラ

ン
ド
を
つ
く
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ス
ケ
ー
ト
場
は
、
東
部
町
、
真
田
町
の

協
力
を
得
て
、
二
百

μ
の
ス
ケ
ー
ト
リ

ン
ク
を
建
設
す
る
こ
と
と
し
て
、
昭
和

六
十
年
十
二
月
を
目
途
に
滑
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

県
総
合
防
災
訓
練
を

6
月
実
施

本
年
六
月
一
日
に
は
、
長
野
県
総
合

防
災
訓
練
が
上
田
市
を
会
場
と
し
て
、

設
を
し
て
い
た
上
田
市
福
祉
会
館
は
、

こ
の
三
月
に
完
成
の
運
び
と
な
り
ま
す
。

干
曲
川
上
堀
河
川
敷
付
近
お
よ
び
市
役

所
周
辺
で
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ

の
日
は
、
市
内
全
域
に
わ
た
っ
て
、
自

治
会
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、

小
・
中
学

校
、
福
祉
施
設
、
事
業
所
な
ど
で
も
避

難
訓
練
を
実
施
さ
れ
る
よ
う
呼
び
か
け

る
と
と
も
に
、
午
前
、
午
後
に
わ
た

っ

て
大
が
か
り
な
訓
練
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
、
市
の
対
策
本
部
は

も
ち
ろ
ん
、
市
民
の
皆
様
に
も
防
災
に

向
け
て
の
一
層
の
意
識
の
高
揚
と
知
識

の
普
及
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

機
構
改
革
で
交
通
対
策
局
新
設

マ
上
田
市
組
織
条
例
の
一
部
改
正

今
回
の
改
正
は
、
時
代
に
即
応
で
き

る
体
制
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
効
率
的

な
行
政
組
織
確
立
の
た
め
、
社
会
部
、

建
設
部
な
ど
庁
内
機
構
の
改
革
を
行
う

も
の
で
す
。

交
通
関
係
で
は
、
交
通
対
策
局
を
設

置
し
て
、
と
か
く
遅
れ
が
ち
な
高
速
交

通
問
題
、
こ
れ
に
関
連
し
て
の
交
通
網

整
備
、
交
通
渋
滞
対
策
な
ど
に
も
対
処

し
な
が
ら
、
よ
り
積
極
的
な
交
通
対
策

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

深
刻
化
す
る
青
少
年
の
非
行
な
ど
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
る
青
少
年
関
係
は
、

教
育
委
員
会
に
青
少
年
課
を
設
置
し
て
、

教
育
面
の
充
実
と
少
年
の
健
全
育
成
、

非
行
防
止
活
動
な
ど
総
合
的
に
対
応
の

で
き
る
体
制
を
目
指
し
ま
す
。
さ
ら
に

高
齢
化
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
高
齢
者

婦
人
係
を
社
会
課
に
設
け
、
各
機
関
で

行
っ
て
い
る
老
人
、
婦
人
問
題
な
ど
へ

の
対
応
を
総
合
調
整
す
る
窓
口
と
し
ま

す
。
マ
上
田
市
福
祉
会
館
条
例
の
制
定

市
内
大
手
二
丁
目
に
建
設
中
の
上
田

市
福
祉
会
館
は
、
こ
の
三
月
中
に
完
成

の
予
定
で
す
。
障
害
者
の
福
祉
の
増
進

と
、
自
立
の
促
進
を
図
る
福
祉
施
設
と

児
童
生
徒
め
理
科
授
業
を
補
完
で
き
る

児
童
科
学
館
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、
夫

し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
制
定

1
ν
4
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マ
上
田
市
民
会
館
条
例
ほ
か
十
八
条
例

の
一
部
改
正

施
設
の
使
用
料
は
、
前
回
、
昭
和
五

十
五
年
四
月
に
引
き
上
げ
を
し
ま
し
た

が
、
こ
の
三

・
四
年
間
の
経
済
状
況
の

変
化
は
、
施
設
運
営
に
厳
し
い

影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。
施
設
使
用
料
の
改
定

は
、
市
民
の
皆
様
に
御
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
今
回
、
市
民
会
館
、
公
民

館
、
博
物
館
、
体
育
館
な
ど
全
施
設
の

使
用
料
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

の
均
衡
を
保
ち
な
が
ら
、
物
価
の
上
昇

と
他
市
町
村
の
類
似
施
設
の
使
用
料
な

ど
を
考
慮
し
て
、
引
き
上
げ
を
し
た
い

と
い
う
も
の
で
す
。

各
施
設
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ

た
目
的
が
あ
り
、
利
用
団
体
な
ど
が
そ

の
目
的
に
添
っ
た
も
の
で
あ
る
場
合
は
、

減
免
措
置
を
講
じ
、
優
先
的
に
専
用
使

用
で
き
る
な
ど
の
配
慮
を
し
て
、
使
用

料
の
引
き
上
げ
に
よ
る
負
担
増
を
極
力

抑
え
ま
し
た
。

マ
上
田
市
老
齢
者
傷
病
見
舞
金
条
例
の

廃
止
寝
た
き
り
老
人
の
家
庭
介
護
者
に
支

給
し
て
い
る
慰
労
金

(寝
た
き
り
老
人

家
庭
介
護
者
慰
労
金
支
給
制
度
)
の
額

を
増
額
す
る
こ
と
に
よ
り
、
寝
た
き
り

老
人
に
支
給
し
て
い
た
見
舞
金

(老
齢

者
傷
病
見
舞
金
支
給
制
度
)
を
廃
止
し

た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

マ
上
田
市
転
作
促
進
研
修
セ
ン
タ
ー
条
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例
の
制
定

地
域
内
肱
村
め
振
興
と
水
田
利
用
再
制

対
策
の
円
滑
な
推
進
を
図
る
た
め
、
上

田
市
転
作
促
進
研
修
セ
ン
タ
ー
を
塩
田

解
波
会
館
に
隣
接
し
て
設
置
し
た
い
と

い
う
も
の
で
す
。

家
庭
球
川
処
理
施
設
を
建
設

億
五
千
九
百
十
二
万
六
千
円
で
、
前
年

え

「市民の森」を 5年計画で総合公園にする事業が、昭和58

年度から始まりました。

つ広報

度
の
当
初
予
算
対
比
で
は
十
二
億
九
百

八
十
万
五
千
円
の
増
(
伸
び
率
六
・
九

%
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
歳
入
の
主
な
も
の
》

地
方
税
制
改
正
に
よ
る
減
税
の
実
施
、

前
年
度
に
引
き
続
く
交
付
税
総
額
の
減

少
な
ど
の
彬
斡
を
受
け
、
新
年
度
も
厳

し
い
財
政
運
営
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
市
税
九
十
一

億
一
千
九
百
九
十
三
万
二
千
円
(
六
・

一
%
増
)
、
地
方
交
付
税
十
六
億
五
千
万

円
(
一

0
・
八
%
減
)
、
国
康
支
出
金
二
十

二
億
八
千
二
百
四
十
一
万
四
千
円
(
一

五
・
一
%
増
)
、
県
支
出
金
九
億
九
千
百

九
十
五
万
七
千
円
(
四
七
・
一
%
増
)
、

使
用
料
及
び
手
数
料
二
億
六
千
五
百
六

万
八
千
円
(
一
二
・
三
%
増
)
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

*
総
務
費

新
し
い
も
の
で
は
、
六
月

一
日
に
予

定
さ
れ
る
長
野
県
総
合
防
災
訓
練
の
実

施
に
伴
う
諸
経
資
、
台
風
・
集
中
豪
雨

時
に
お
け
る
災
害
防
止
な
ど
の
た
め
の

雨
量
計
の
設
置
賀
、
十
月
に
予
定
さ
れ

る
県
知
事
選
挙
執
行
の
た
め
の
経
費
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
第
二
次
上
田
市
長

期
基
本
構
忽
の
関
係
で
は
、
策
定
の
諸

流
行
と
し
て
五
斤
九
十
万
円
余
を
計
上

し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
自
治
会
共
同
集
会
施
設

新
設
改
修
補
助
事
業
、
県
営
水
道
料
金

六
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
太

郎
山
登
山
者
か
年
々
増
加
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
笠
山
道
の
笠
備
お
よ
び
案
内

差
額
補
助
事
業
な
ど
例
年
実
施
し
て
い

る
も
の
の
ほ
か
、
農
業
委
員
会
委
員
の

選
挙
経
費
、
防
犯
灯
新
設
事
業
補
助
金

な
ど
も
計
上
し
ま
し
た
。

*
民
生
費

障
害
者
の
福
祉
施
設
と
し
て
上
田
市

農
協
跡
地
に
建
設
を
進
め
て
き
た
福
祉

会
館
が
、
三
月
中
に
完
成
し
ま
す
が
、

こ
れ
に
関
係
す
る
備
品
な
ど
の
経
質
と

し
て
九
百
六
十
一
万
三
千
円
。

高
齢
者
へ
の
施
策
と
し
て
は
、
寝
た

き
り
老
人
の
家
庭
介
護
者
に
対
し
て
従

来
か
ら
支
給
さ
れ
て
い
る
慰
労
金
の
制

度
を
改
め
、
一
千
百
万
円
に
の
ぼ
る
大
幅

引
き
上
げ
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ひ
と
り
暮
ら
し
ゃ
寝
た
き
り
老

人
の
家
庭
に
対
す
る
火
災
響
報
器
の
設

置
、
痴
射
性
老
人
短
期
保
護
事
業
、
高

齢
者
学
園
の
専
攻
科
設
置
に
必
要
な
経

費
な
ど
を
新
規
に
設
け
ま
し
た
。

*
衛
生
費

家
庭
雑
排
水
汚
で
い
処
理
地
設
の
建

設
は
、
上
小
衛
生
施
設
組
合
東
側
の
約

九
百
三
十
平
方

U
の
敷
地
に
、
建
設
伐

と
し
て
四
億
二
千
万
円
を
見
込
ん
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
不
燃
物
処
理
資
源
化

施
設
は
、
じ
ん
か
い
焼
却
場
東
隣
り
に

不
燃
物
の
分
知
、
再
利
用
を
目
指
し
て

建
設
す
る
も
の
で
、
二
億
円
を
計
上
し

ま
し
た
。
一
部
事
務
組
合
へ
の
分
州
全
は
、
ト
」

小
衛
生
施
設
組
合
、
ヒ
田
市
・
点
同
町

じ
ん
か
い
焼
却
場
組
A
円
、
大
星
斎
場
組

合
お
よ
び
上
回
市
外
八
か
町
村
病
院
組

動
車
、
可
綴
松
級
事
の
購
入
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

牢
教
育
費

A
n
に
、
そ
れ
ぞ
れ
負
抱
割
合
に
応
じ
て
当

面
必
要
な
額
を
計
上
し
て
あ
り
ま
す
。

本
労
働
費

勤
労
者
住
宅
建
設
資
金
融
資
預
託

金
、
勤
労
者
退
職
金
共
済
掛
金
補
助
金
、

勤
労
者
五
助
会
補
助
金
な
ど
、
例
年
必

要
な
も
の
を
計
上
し
ま
し
た
。

*
農
林
水
産
業
費

農
林
関
係
で
は
、
特
定
地
域
内
同
業
振

興
総
合
対
策
事
業
と
し
て
、
四
地
区
の

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
建
設
に
対
す
る
補

助
金
、
果
樹
閏
の
土
づ
く
り
の
た
め
に

必
要
な
パ

ッ
ク
れ
l
お
よ
び
ト
ラ
ク
タ

ー
の
導
入
な
ど
へ
の
補
助
金
に
二
千
五

百
六
十
八
万
向
。
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培

の
振
興
に
あ
わ
せ
て
、
水
田
利
用
再
編

対
策
の
円
滑
な
推
進
を
図
る
た
め
、
転

作
促
進
特
別
対
策
事
業
補
助
金
五
千
八

百
六
十
九
万
七
千
円
が
あ
り
ま
す
。

市
単
独
事
業
と
し
て
も
、
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
の
栽
培
ハ
ウ
ス
や
瀧
水
施
設
へ
の

補
助
金
一
千
五
百
万
円
を
計
上
し
、
農

業
振
興
に
積
極
的
に
対
応
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
林
道
山
石
市
水
線
お
よ
び
半
過
線

の
即
時
以
備
の
た
め
、
森
林
管
理
適
正
化
対

策
事
業
補
助
金
と
し
て
三
千
七
百
四
十

六
万
二
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

構
造
改
善
凶
係
で
は
、
新
農
業
構
造

改
善
事
業
と
し
て
、
浦
里
南
部
地
区
の

土
地
基
盤
桜
備
事
業
補
助
金
五
千
六
百

四
ト
一
万
円
、
神
科
地
区
内
計
両
策
定

代
八
百
六
十
三
万
円
、
奥
村
総
会
特
備

モ
テ
ル
事
業
め
工
事
資
一
億
一
千
八
百

八
十
六
万
円
な
ど
の
計
上
が
あ
り
ま
す
。

間
に
合
う
よ
う
完
成
を
目
指
し
ま
す

型
殿
小
学
絞
は
、
氾
定
数
の
期
加
に

よ
る
教
{
討
す
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
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この 4月、市内18番目の小学校 として開校する南小学校。

えつ一(7)ー一一一 日制159年 3} J 16日 広報

耕
地
関
係
で
は
、
非
補
助
土
地
改
良

事
業
の
長
池
ほ
か
二
地
区
の
工
事
費
六

千
六
百
四
十
万
円
を
計
上
し
、
農
道
、

水
路
の
準
備
、
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、

小
泉
地
区
県
営
ほ
場
経
備
事
業

が
調
査
の
段
階
に
入
る
こ
と
に
な
り
、

百
九
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
図
化
を
委
託

し
て
準
備
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
本
商
工
費

商
工
業
の
振
興
は
、
中
小
企
業
の
た

め
の
融
資
の
預
託
金
と
し
て
、
新
た
に

工
場
用
地
取
得
資
金
を
加
、
ぇ
十
一
億
九

千
三
百
万
円
、
信
用
保
証
料
と
し
て
六

千
八
百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
こ
の

は
か
、
各
種
展
示
会
な
ど
委
託
料
の
新

設
二
百
万
円
が
あ
り
ま
す
。

観
光
面
で
は
、
成
沢
定
平
様
か
ら
の

御
寄
付
に
よ
る
真
田
幸
村
銅
像
建
立
の

た
め
の
経
費
と
し
て
、
一
千
四
百
八
十

こ
の
ほ
か
、
自
治
会
共
同
集
会
施
設

新
設
改
修
補
助
事
業
、
県
営
水
道
料
金

六
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
太

郎
山
登
山
者
が
年
々
増
加
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
な
山
道
の
は
正
備
お
よ
び
案
内

標
識
の
設
置
費
と
し
て
百
十
万
円
、
鎌

倉
街
道
歴
史
遊
歩
道
蜂
備
事
業
と
し
て

四
百
五
十
二
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

*
土
木
費

道
路
の
新
設
改
良
事
業
は
、
小
牧
川

辺
町
線
お
よ
び
国
分
小
牧
線
の
今
年
度

早
期
完
成
を
最
重
点
と
し
て
、
そ
の
他

の
事
業
も
含
め
工
事
資
、
用
地
授
な
ど

で
当
面
七
億
八
千
七
百
万
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

都
市
計
画
街
路
事
業
で
は
、
秋
和
上

堀
線
の
完
通
を
目
指
し
、
用
地
費
な
ど

で
一
億
三
百
九
十
四
万
一
千
円
、
高
速

道
時
代
へ
の
対
応
と
し
て
新
た
に
上
田

駅
大
星
線
の
測
量
委
託
料
百
万
円
が
あ

り
ま
す
。

市
営
住
宅
の
建
設
は
、
千
曲
町
市
営

住
宅
の
建
て
答
え
を
十
年
計
画
で
、
順

次
進
め
て
い
ま
す
。
昭
和
五
十
八
年
度

か
ら
は
、
第
一
期
工
事
と
し
て
、
老
朽

化
し
た
住
宅
三
十
四
戸
を
除
却
し
、
四

十
二
戸
を
継
続
事
業
と
し
て
建
設
し
て

お
り
、
今
年
度
は
建
設
事
業
従
三
億
九

千
七
十
六
万
二
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

*
消
防
費

第
十
二
・
十
八
・
十
九
分
団
の
車
庫
、

詰
所
な
ど
の
施
設
技
備
工
事
伐
と
し
て

一
千
四
百
万
円
、
貯
水
槽
新
設
六
法
一
に

一
千
三
百
八
十
万
円
。
ま
た
、
消
火
花

の
新
設
や
移
転
修
理
費
な
ど
消
防
施
設

の
充
実
、
年
次
計
画
に
よ
る
ポ
ン
プ
自

イ

田

市

・

真

田

町

じ
ん
か
い
焼
却
場
組
合
、
大
星
斎
場
組

合
お
よ
び
上
回
市
外
八
か
町
村
病
院
組

動
車
、
可
搬
積
載
車
の
購
入
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

*
教
育
費

主
な
建
設
事
業
で
は
、
南
小
学
校
の

屋
内
運
動
場
と
プ
ー
ル
の
建
設
が
あ
り

ま
す
。
屋
内
運
動
場
の
工
事
伎
は
、
二

億
二
百
十
万
円
、
プ
ー
ル
の
工
事
費
は

六
千
二
百
五
十
万
円
、
そ
れ
ぞ
れ
計
上

し
ま
し
た
。
プ
ー
ル
は
、
今
シ
ー
ズ
ン
に

--

校
八
百
六
十
三
万
円
、
農
村
総
A
H
令
怖

モ
テ
ル
事
業
め
工
事
費
-
億
一
-
干
し
ハ
打

八
十
六
万
円
な
ど
の
計
上
が
あ
り
ま
す
。

間
に
合
う
よ
う
完
成
を
目
指
し
ま
寸

盟
殿
小
学
校
は
、
児
竜
数
の
矧
加
に

よ
る
教
室
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
一

億
七
百
凶
卜
万
円
で
校
舎
の
期
築
を
行

い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
で
は
、
仁
田
市
営

陸
上
競
技
場
を
公
認
更
新
す
る
た
め
の

改
修
工
事
費
一
千
万
円
、
諏
訪
形
河
川

敷
グ
ラ
ン
ド
増
設
造
成
工
事
貨
な
ど
を

計
上
し
ま
し
た
。

般
会
計
は

2
0
6億
円
に

一
般
会
計
の
補
正
額
は
、
五
千
九
百

六
十
九
万
一
千
円
の
減
と
な
り
、
こ
れ

に
よ
り
昭
和
五
十
八
年
度
一
般
会
計
の

総
額
は
二
百
六
億
七
千
五
百
九
十
七
万

二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

補
正
の
主
な
内
容
は
、
民
生
貨
で
は

国
民
健
康
保
険
卒
業
特
別
会
計
に
対
す

る
財
産
調
監
の
た
め
の
繰
出
金
三
千
四

百
七
十
三
万
六
千
円
、
皆
様
か
ら
の
善

意
の
御
寄
付
を
社
会
福
祉
基
金
と
す
る

た
め
の
柏
立
金
六
百
二
十
万
円
な
ど
で

す
。決

林
水
産
業
貨
は
、
果
樹
振
興
事
業

に
対
す
る
補
助
金
百
四
十
四
万
四
千
円
、

広
域
道
産
環
境
対
策
事
業
補
助
金
六
千

九
百
三
十
五
万
六
千
円
な
ど
を
計
上
し

ま
し
た
。

土
木
費
は
、
県
道
工
事
地
元
負
担
金

と
し
て
六
百
三
十
七
万
五
千
円
、
河
川

改
修
工
事
負
担
金
六
百
八
万
九
千
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

ひかり自治会が発足

町J子回自治会に所属していたひかりが丘団地が、 4
月 1日からひかり自治会として発足します。所属は、

盟殿地区自治会連合会です。

自治会名・・・ひかり自治会

世帯手数・--88戸

自治会長-ーすー昼)[吾さん(宮⑮1226)
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盗
犯
防
止
モ
デ
ル
地
区

南
部
地
区
で
防
犯
診
断

①
e

ハ
イ
ク
・
自
転
車
に
無
施
錠

南
部
地
区
は
、
二
年
前
か
ら
欝
察
庁

の
「
盗
犯
防
止
モ
デ
ル
地
区
」
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
上
田
駅
や
大
型
庖
な

ど
が
あ
る
同
地
区
は
、
青
少
年
の
非
行

や
万
引
き
、
乗
り
物
盗
な
ど
が
比
較
的

多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
モ
デ

ル
地
区
に
指
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

以
来
、
南
部
地
区
自
治
会
連
合
会
で

は
、
年
二
回
ほ
ど
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
て
、
盗
犯
の
防
止
に
努
め
て
い

ま
す
。

そ
の
際
に
は
、
防
犯
診
断
と
し

1
-T1
』

4

=

、
レ
辺
倒
、
¥

て
、
自
転
車
や
自
動
車
な
ど
の
施
錠
状

杖

2
Wい
い

へ

同
町

/

勺

況
を
調
資
し
て
い
ま
す
。

本

〉

こ
の
ほ
ど
実
施
さ
れ
た
四
回
自
の

パ

ト
ロ
ー
ル
で
は
、
次
め
よ
う
な
結
果

(別

図
①
②
③
)
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の

防
犯
診
断
で
は
、
あ
る
程
度
の
効
果
が

現
わ
れ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
相
変
わ

ら
ず
多
く
の
乗
り
物
に
カ
ギ
が
か
け
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

えつ広報

昭和58年南部地区盗犯発生状況
(参考)

-第 907号

出庖荒し

4 

ポ
ル
ノ
雑
『
誌
自
動
販
売
機

市
は
、
昭
和
六
十

一
年
度
を
初
年
度

と
し
、
昭
和
七
十
年
度
を
目
標
と
し
た

「
上
田
市
第
二
次
長
期
基
本
構
恕
」
の

策
定
を
進
め
て

い
ま
す
。
上
田
市
の
将

来
を
描
く
第
二
次
基
本
構
想
で
は
、
市

民
各
層
の
参
画
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

構
想
素
案
の
中

へ
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
や
要
望
を
積
極
的
に
盛
り
込
ん
で
い

く
こ
と
に
し
て
い

ま
す。

こ
の
た
め
、
市
で
は
、
市
長
を
囲
み

明
日

の
上
田
市
を
語
り
合
う
「
市
長
と

語
る
会
」
を
、
市
内
各
地
で
開
催
し
て

い
ま
す
。
四
月
上
旬
に
は
、
下
会
の
と

お
り
三
地
区
で
開
き
ま
す
の
で
年
配

の
方
も
、

H
け
年
や
婦
人
の
方
も
、
大
勢

の
皆
様
が
お
気
軽
に
御
参
加
く
だ
さ
い
。

②
自
動
車
に
ド
ア
ロ
ッ
ク
な
し

③
自
動
車
に
キ
l
付
け
放
し

第二次長期基本構想

「市長と語る会」に御参加を

も
の
を
大
切
に
・
・
・

不
用
品
登
録
情
報

月 日 時 間 開 催場所 参集地区

4月4!:l('N 午後 7時 上房 山 公会堂 北部地区
トー - 9時

4 fl 5 l:l :，，~ 1/ 上野が丘公民館 神科地区
トー『

4 lJ 9 E:l VJ) 11 鷹 匠町 公会堂 南部地区
-. 一 」

「市長と語る会J日程表

盛まだ開催きれていない地区の日程については、今

後の『広報うえだ」でお知らせし ます。

環
崎
明
課
へ
登
録
し
て
〈
だ
き
い
.

@
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
品
物
が
あ
る
人
も
‘

あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
登
録
し
て
く



第 907号、

σ〉σ〉
皆方
様も
明、

お 客

気~
存ゃ
;与婦

芸人 :

中元 c
合も e

i大王
。勢 E

ポ
ル
ノ
雑
誌
自
動
販
売
機

も

の

を

大

切

に

・

・

・

不
用
品
登
録
情
報

業
者
の
甘
い
言
葉
に
注
意

ポ
ル
ノ
雑
誌
が
青
少
年
の
非
行
化
に

影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
、
各
種
の

統
計
か
ら
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
設
置
契
約
の
期
限
迫
る

f三

昭
和
五
十
六
年
に
は
、
県
外
業
者
に

よ
っ
て
、
大
量
の
ポ
ル
ノ
雑
誌
自
動
販

売
機
が
市
内
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
自
動
販
売
機
は
、
今
年
の
三
月

か
ら
七
月
に
か
け
て
三
年
の
契
約
期
限

を
迎
、
え
ま
す
。

現
在
設
置
し
て
い
る
地
権
者
は
、
ポ

ル
ノ
雑
誌
が
及
ぽ
す
悪
出
響
を
理
解
さ

れ
て
、

二
度
と
土
地
・
建
物
な
ど
を
貸

与
し
な
い
こ
と
を
約
束
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
業
者
は
常
に
格
好
の
場
所
を
ね
ら

っ
て
移
転
場
所
を
捜
し
て
い
ま
す
。

甘
い

言
葉
に
つ
ら
れ
て
、
気
軽
に
設

置
を
承
諾
し
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

えつー (9)一一一昭和59年 3月16日 広報

一
業
者
の
常
と
う
手
段
一

業
者
は
「
お
宅
に
は
決
し
て
迷
惑
を

ニI ， t 

な m
い:干
運:て
動(
~ 

の;
推 i
進 l

か
け
な
い
。
週
刊
誌
や
マ
ン
ガ
本
な
ど

を
売
る
自
動
販
売
機
を
、
軒
下
に
置
か

せ
て
い
た
だ
く
だ
け
で
、

一
か
月
に
一

万
円

i
二
万
円
を
支
払
う
」
と
執
よ
う

に
設
置
を
勧
め
て
き
ま
す
。

甘
い

言
葉
に
乗
っ
て
、
う
っ

か
り
契

約
す
る
と
、
最
初
は

一
般
誌
な
ど
を
収

納
し
ま
す
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
ポ
ル

ノ
雑
誌
に
取
り
替
え
て
し
ま
う
の
が
、

こ
う
し
た
業
者
の
常
と
う
手
段
で
す
。

ま
た
、
い
っ
た
ん
契
約
し
て
し
ま
う

と
、
撤
去
し
た
り
、
契
約
を
破
棄
す
る

市
で
は
、
以
上
め
よ
う
な
理
由
か
ら
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
か
か
わ
る
諸
国

体
の
皆
さ
ん
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

を
得
て
、
設
置
反
対
の
次
の
よ
う
な
「
三

な
い
運
動
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

ポ
ル
ノ
雑
誌
を

『
買
わ
な
い
、
見
せ

な
い
、
置
か
せ
な
い

』

明
日
を
担
う
青
少
年
が
健
全
に
育
成

さ
れ
る
よ
う
、
市
民
あ
げ
て
こ
の
運
動

に
御
協
力
く
だ
さ
い
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
お
困
り
の
方

や
御
相
談
の
あ
る
方
は
、
上
田
市
青
少

年
対
策
室
(
宮
⑫
4
1
0
0

内
線

6

8
0
・
6
8
1
)
へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
不
用
品
の
登
録
を
H

不
用
品
登

録
情
報
。
と
し
て
、
月
一
回
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

不
用
ロ
聞
の
登
録
を
き
れ
る
方
は
、
次

の
事
柄
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ゆ
ず
り
た
い
品
物
が
あ
る
人
は
、
品

名
、
程
度
、
数
量
、
希
望
価
格
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
を
生
活

( 3月7日現在)

冷蔵庫

プロパン湯沸器

子供服 (1-6オ・男)

テニスラケット(硬式)

フィギアスケー ト(l8cm)

ゆずってください

無料|ベビーベ y ド

1，000円 ベ ビーカー

洗濯機

不用品登録情報(主なもの)

10，000円

30，000円

10，000円

2，000円

3，000円

〈希望価傍〉ゆずります

テーブル付ローチェアー

ビール等冷却ケース

電撃殺虫器

二段ベッド 子供用

子供用ハンカ、ー

換気扇 小型'J

電気毛布

染まだf

伐の

沼
出
相
出
掛
翠
酔
へ
且
酒
井
信
m
w
!
レ
イ
L

ノ
、
が
ん
革
、
ぃ

②
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
品
物
か
あ
る
人
も
、

あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
査
鉢
し
て
く

だ
さ
い
。

③
生
活
環
境
課
で
は
、
ゆ
す
っ
て
ほ
し

い
人
に
不
用
品
の
紹
介
を
し
ま
す
が
、

紹
介
を
受
け
た
人
は
不
用
品
登
録
者

と
直
接
交
渉
し
、
価
格
、
取
り
引
き

方
法
な
ど
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

④
紹
介
を
受
け
た
人
は
、
取
り
引
き
の

結
果
(
成
立
、
不
成
立
に
か
か
わ
ら

ず
)
を
生
活
環
境
課
へ
、
必
ず
十
日

以
内
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

スキー一式 (靴18cm'24cm) 

50，000円

3，000円

15，000同

0じゅうぶんに活用できる不用品は、

どんなものでも畳録しましょう。 |石うす

。ゆずりたい品物、ゆすってほ しい品物がありましたら、生活環疑謀
生活係(ft⑫4100内線301)へ お気軒に御述絡を。

。紹介後の トラブルなと。については、 六f正を負いふねますので街JJl兵
くださし、

ト

ス
y

ン

ペ

タ
一理
カ

盤料

円A
U
 

n
U
 

無

JqJ
 

紬着物

ノ〈ッ ト

壬圭司ヲ

3，000円

VHS ビテオテープレコーダー

カールドライヤー

マッ トレス

マッサージ機

勉強机 スチール製

スキー靴 22cm 
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せら知お
白

予
防
接
種
・
乳
幼
児
健
診

え

通
知
方
法
を

つ

4
月
か
ら
変
更

広報

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

市
は
、
予
防
接
柑
や
乳
幼
児
健
診
の

通
知
を
、
今
ま
で
は
官
製
は
が
き
な
ど

で
該
当
者
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
昭
和
瓦
十
九
年

四
月
か
ら
は
、

一
年
聞
の
年
同
計
画
表

を
各
家
庭
に
お
配
り
し
て
、
こ
の
計
画

表
に
よ
り
予
防
接
種
や
乳
幼
児
健
診
を

行
う
方
法
に
変
更
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
官
製
は
が
き
な
ど
に

よ
る
個
人
通
知
は
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

各
家
庭
に
配
布
さ
れ
る
年
附
計
画
表
を

大
初
に
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

-第 907号907 -1す~

大
星
斎
場
の

'1I1J，r 
3月7目、プロレスラーの上田馬之助さ
iんガ上田ひもろ木圏、上田しいのみ園など
:を慰問し、その後、市長を表敏訪問しまし
:芝。 」二田さんは、いわゆる悪役レスラーと
iして活躍中で 「自分の名字と同じ上田市に
i迷惑をかけているからJということで、今
;回の釆固となっだものです。

な
お
、
「
広
報
う
え
だ
」
で
も
、
日
時

や
会
場
な
ど
を
そ
の
つ
ど
抽
出
帆
し
ま
す

の
で
、
「
広
報
う
、
え
だ
」
を
よ
く
御
此
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

転
居
な
ど
の
と
き

お
早
め
に
水
道
局
へ

水
道
局
業
務
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
5
0
6
・5
0
7

有
線
②
0
8
3
1

転
入
、
転
出
な
ど
が
多
い
時
期
と
な

り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
と
き
は
、
お
早

め
に
水
道
局
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

引
っ
越
し
て
来
た
と
き
や
今
ま
で
使
用

し
て
い
な
か
っ
た
水
道
を
使
用
す
る
と

会

t0
再
闘
の
届
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。
屯

話
で
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
お
届
け
く
だ
さ
い。

方
法
:
・
競
争
入
札

台
数
:
・
当
日
決
定
し
ま
す

電
話
債
券
な
ど
・
・
・
公
売
に
よ
る
場
合
は

O
自
の
つ
く
所
に
「
使
用
中
止
中
」
の

水
色
の
利
札
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

れ
に
よ

っ
て
検
針
区
コ

ー
ド
と
使
用

者
番
号
を
雌
か
め
て
か
ら
お
属
け
く

だ
さ
い
。

引
っ
越
し
て
行
く
と
き
や
一
時
休
止
す

る
と
き

O

一
時
休
止
の
届
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

O

届
け
出
の
あ
っ
た
日
ま
で
の
水
道
料

金
を
現
地
で
和
算
し
ま
す
。

将
来
使
う
見
込
み
の
な
い
水
道
を
止
め

る
と
き

O
廃
止
の
届
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。
屯

話
で
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

O
届
け
出
の
あ

っ
た
日
ま
で
の
水
道
料

金
を
現
地
で
粘
算
し
ま
す
。

名
義
を
変
更
す
る
と
き
、
特
に
死
亡
し

た
人
の
名
義
を
変
更
す
る
と
き

O
名
義
変
更
の
届
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

O
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
水
道
局
へ
お

届
け
く
だ
さ
い
。

O
水
道
料
金
は
、
旧
使
用
者
の
分
も
合

わ
せ
て
新
使
用
者
の
負
担
と
な
り
ま

す
。

お
届
け
先
:
・
水
道
局
業
務
課

(
市
役
所

南
庁
舎
一

階
)

※
個
人
で
水
道
料
金
を
納
め
て
い
た
だ

い
て
い
る
皆
ざ
ん
に
、
爪
全
日
市
町
か
ル

自
動
的
に
支
払
い
で
き
る
口
座
振
倖
を

お
勧
め
し
ま
す
。
市
内
各
銀
行
、
信
用

必
血
出
岬
、

ド

旧
岡
町

叩
組

A
円

、

品

刀

州
問

A
車
時
邸

、

内
肱
附
剛

タ
イ
ヤ
使
用
自
粛
期
間
を
四
月

一
日
か

ら
十

一
月
三
十
日
と
決
め
、

皆
さ
ん
の

御
協
力
を
お
願
い
し
て
い
1

ま
す

な
ど
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
の
で
、
剛
山

金
通
帳
、
印
鐙
、
水
道
料
金
納
入
通
知

書
ま
た
は
領
収
書
を
お
持
ち
の
う
え
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

緊
急
一
斉
放
送
受
信
機

消
防
署
の

緊
急
情
報
を
家
庭
に

上
小
広
域
消
防
本
部
総
務
課

宮
⑫
2
5
0
1

緊
急
一
斉
欣
送
受
信
機
は
、
火
災
や

水
害
な
ど
消
防
終
か
ら
の
緊
急
情
報
を
、

有
線
テ
レ
ビ

(
上
回
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ

ン
)
の
回
線
を
利
用
し
て
、
一
般
家
庭

に
流
す
シ
ス
テ
ム
に
な

っ
て
い
ま
す
。

受
信
機
は
、
有
制
テ
レ
ビ
に
加
入
し

て
い
る
人
が
購
入
で
き
ま
す
。
価
格
は

一ム
n

一
万
六
千
円
(
設
置
費
も
含
む
)

で
す
が
、
市
が
半
額
の
八
千
円
を
補
助

し
ま
す
。
受
信
機
の
申
し
込
み
受
付
は
、

上
回
ケ
ー
ブ
ル
ビ

ジ
ョ
ン
(
宮
⑫
1
6

0
0
)
で
行

っ
て
い
ま
す
。

上
小
美
術
展
の

開
催
と
作
品
募
集

上
小
美
術
会
て
は
、
「
第
十
二
回
上
小

美
術
展
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す

と
き
・

・四
月
十
八
日
同
か
ら
四
月
二

十
二
日
川

と
-
}
ろ
・
:
上
回
市
総
合
展
示
館

内
容
・
:
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工

芸
な
ど

な
お
、
同
美
術
展
に
出
品
す
る
作
品

を
一
般
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
て
い
ま

す
。
ふ
る

っ
て
御
出
品
く
だ
さ
い
。

搬
入
日
時
・
・
・
四
月
十
七
日

ω午
後

O
時

三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分

出
品
料
・
:
一
般
二
千
円
、
高
校
生
千
五

百
円

お
問
い
合
わ
せ
先
・
:
中
島
正
純
さ
ん
宮

@
4
8
1
6
 

市
・
県
営
野
球
場
の

売
庖
権
利
の
入
札

体
育
課
施
設
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

5
5
7

有
線
②

0
8
7
1

上
田
市
営
野
球
場
お
よ
び
県
営
上
田

野
球
場
内
の
物
品
販
売
権
利
の
入
札
を

次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

参
加
資
格
者
・・
・
市
内
に
在
住
の
庖
舗
を

お
持
ち
の
人

と
き
・
:
四
月
六
日
掛
午
後

一
時
三
十

分
と
こ
ろ
:
・
市
役
所
四
階
第
三
会
議
室

持
ち
物
:
・
納
税
証
明
舎
、
印
催
地
、
封
筒

六
枚

販
売
権
利
期
間
・
・
・
昭
和
六
十
年
三
月
末

日
U

金
主
示
、



よ
る
例
人
述
知
は
な
く
な
り
ま
す
の
で

各
家
彪
に
配
布
さ
れ
る
年
間
計
画
表
を

大
切
に
保
存
し
て
く
r

た
さ
い
。

大
星
斎
場
の

職
員
へ
の
「
心
付
」
は

御
遠
慮
く
だ
さ
い

大
星
斎
場
組
合
事
務
局

宮
⑫
0
9
8
3

だ

死
亡
届
の
際
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係

市
町
村
の
窓
口
で

「
火
葬
場
使
用
に
つ

い
て
」
と
題
す
る
書
類
を
、
お
渡
し
し

て
い
ま
す
。
こ
の
書
類
に
も
記
載
し
て

あ
り
ま
す
が
、
北
田
か
ら
慣
習
化
し
た
よ

う
に
な
っ

て
い
る
葬
祭
職
員
に
対
し
て

の
「
心
付
」
な
ど
は
、
職
員
が
受
け
取

り
ま
せ
ん
の
で
、
心
遣
い
を
さ
れ
ぬ
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

えつ-ω一一一・昭和59年 3月16日 広報

電

話

の

公

売

担
税
諜
担
税
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
2
4
3

有
線
②
0
6
9
1

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
る
、
上

回
電
報
電
話
局
管
内
の
電
話
加
入
権
の

公
売
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

と

き

:・三
月
二
十
七
日

ω午
前
九
時

三
十
分
(
時
間
厳
守
)
、
受
付
は
九
時

か
ら
九
時
三
十
分

と
ニ
ろ
:
・
市
役
所
四
階
第

一
会
議
室

J
.
内
聞
の
届
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。
一
五

話
で
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

方

法
0

・
・
妓
争
入
札

台

数

:

当
日
決
定
し
ま
す

電
話
債
券
な
ど
-
-
-
公
売
に
よ
る
場
合
は

債
券
を
買
う
必
要
は
な
く
、
落
札
決

定
後
、
数
日
で
架
設
さ
れ
ま
す
。

公
売
公
告
の
場
所
・
・
・
市
役
所
本
庁
と
豊

殿
・
塩
田
・
川
西
の
各
支
所
、
上
国

税
務
署
、
上
小
地
方
事
務
所

入
札
参
加
者
・
・
・印
鑑
を
お
持
ち
に
な
り

本
人
が
お
い
で
く
だ
さ
い
。
代
理
人

の
場
合
に
は
、
必
ず
本
人
自
筆
の
委

任
状
と
代
理
人
の
印
鑑
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

そ
の
他
・
・
・
公
売
当
日
ま
で
に
滞
納
者
が

市
税
な
ど
を
完
納
し
た
場
合
は
、
公

売
を
中
止
し
ま
す
の
で
御
承
知
く
だ

さ
い
。

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の

履
き
替
え
は
お
早
め
に

こ
の
冬
は
例
年
に
な
く
雪
が
多
く
、

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
履
い
て
い
る
車
が

多
い
状
況
で
す
。
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
は

道
路
や
区
画
線
を
削
る
た
め
、
こ
れ
か

ら
発
生
す
る
道
路
粉
じ
ん
は
春
先
に
は

か
な
り
の
量
と
な
り
、
こ
れ
か
人
の
健

康
に
与
え
る
影
響
が
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

昨
年
十
一
月
、
県
に
ス

パ
イ
ク
タ
イ

ヤ
使
用
自
粛
要
綱
が
で
き
、
ス

パ
イ
ク

自
動
的
に
支
払
い
で
き
る
口
座
振
替
を

お
勧
め
し
ま
す
。
市
内
各
銀
行
、
信
用

金
庫
、
信
用
組
合
、
労
働
金
庫
、
農
協

タ
イ
ヤ
使
用
自
歯
周
期
間
を
四
月

-
E
か

ら
十
一
月
三
十
日
と
決
め
、
皆
さ
ん
の

御
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
騒
き
替
え

キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

道
路
状
況
が
良
い
場
合
は
、
お
早
め
に

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
履
き
替
え
を
お
願

い
し
ま
す
。

自
動
車
の

廃
車
な
ど
は
確
実
に

長
野
県
陸
運
事
務
所
登
録
資
材
課

宮

0
2
6
2
⑬
5
3
5
5

「
廃
車
の
手
続
き
を
依
頼
し
た
の
に

:
」
「
知
人
に
車
を
譲
っ
た
の
に
・
:
」
な

ど
、
い
ま
だ
に
旧
自
動
車
の
納
税
通
知

書
が
く
る
と
い
う
問
い
合
わ
せ
や
苦
情

が
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
廃
車
や
名
義
、
住
所
が
変
わ

っ
た
と
き
は
、
早
め
に
管
轄
の
陸
連
事

務
所
で
正
規
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

'v 

イブ9
~~ê ヲ〔
ζクヲ正、三

は
、
「
第
十
二
回
上
小

美
術
展
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

と

き

:
四
月
十
八
日
制
か
ら
四
月
二

六
枚

販
売
権
利
期
間
・
・・昭
和
六
十
年
三
月
末

日
ま
で

γ一一一1
3 国民健康保険税第10期 j

f 今月の納税は、国民健康保険税第10期?
"t 分です。 'k

t 今月は年度末ですので、今ま でに納め!
事忘れのある税金がありましたら、ぜひ今 l
翌月 中に納入きれますよ う、御協力をお願 1
6 いします。 ~

;十〈収税課同均410ω吋0
t 税金で夢と希望の i 

; 街づく り;
(市内中学生納税標語入選作品) 1 

弘ミ伊都知伊船舶午朝船舶船今ミ伊J

4月の乳幼児健康診査
昭和59年 4月の乳幼児健康診査を下記により行います。
受付時間は、いずれも午後 1時から 2時。

母子健康手帳とパスタオルをお持ちください。

~三h 場 健診 実施日 対 象 児

4か月児
4月3日 58年11月16日-11月30日生

4月17日 58年12月1日-12月15日生

10か月児
4月5日 58年 5月16日-5月31日生

上田市保健セ ンター
4月18日 58年 6月1日-6月15日生

l歳6か月児
4月12日 57年 9月16日-9月30日生

4月19日 57年10月1日一10月15日生

3歳児
4月13日 56年 3月1日-3月15日生

4月20日 56年 3月16日-3月31日生

4か月児
4月10日

58年11月16日-12月15日生

塩田母子健康センター 10か月児 58年 5月16日-6月15日生
(広田地区) l歳6か月児

3歳児 4月27日 56年 2月1日-3月31日生

4か月児 58年11月16日-12月15日生

川商社会福祉センター 10か月児 4月4日 58年 5月16日-6月15日生
(川西地区) l歳6か月児 57年 9月16日-10月15日生

3歳児

※赤ちゃん手1阪を御利用くださし、。
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昭和59年度犬の登録と春季予防注射日程表 必ず受けよう

百ヨ 地区 H寺 惜!

東部地区
9 : 00-9 : 40 

4月4日 10: 00-10 : 30 

(ljQ 北部地区
9 : 00-9 : 40 
10: 00-10 : 30 

一 9 : 00-9 : 30 
西部地区

4月5日 9 : 50-10 : 30 

附 械川下辺地区
9 : 10-9 : 40 

10: 00-10 : 40 
トー 9 : 10-9 : 40 

塩尻地区 10: 00-10: 30 
4月6日 10: 40-11 : 00 
自由
地I11下L、判地区 9 : 10-10 : 10 

10 : 30-11 : 20 

豊神科殿地区
9 : 10-9 : 40 

4月9日 10: 00-10: 50 

明) 泉111西田地区 9 : 10-9 : 40 
10 : 00-10 : 40 

塩田地区
9 : 10-9 : 50 

4月10日 10: 10-10: 50 

(刈 神川地区
9 : 10-9 : 50 
10: 20-11 : 00 

J;&回1也区
9 : 10-9 : 40 
10: 00-10 : 30 

4月11日
9 : 10-9 : 30 

制4
川西地区 9 : 50-10: 10 

10: 30-11 : 00 

東部地区
9 : 00-9 : 20 

4月12日
9・40-10:10 

南部

(村
10 : 30 -11 : 00 

北部地区
9 : 00-9 : 30 
9 : 50-10: 30 

川辺地区
9 : 10-9 : 40 
9 : 50-10 : 20 

4月13日
減下

10 : 30 -11 : 00 
幽
北部地区

9 : 00-9 : 20 
9 : 40-10 : 00 

阿部
10 : 10-10 : 40 

川辺地区
9 : 10-9 : 40 

4月16日 10:10-10・20
泉田

開 10 : 30-11 : 0。
神科地区

9 : 10-9 : 50 
10:00-10:50 
9 : 10-9・40

盟殿地区 10: 00-10 : 20 
4月17日 10:30-11:0。
(刈 9 : 10-9 : 30 
神川地区 9:40-10:10 
神科

10: 30-10: 50 

塩田地区
9 : 20-9 : 50 

4月18日 10: 10-10: 50 

付4 東部 9 : 00-9 : 20 

神神科地区 9 : 30-10: 00 

一
JII 10: 30-11 : 00 
9 : 10-9 : 40 

塩田地区 9 : 50-10 : 10 
4月19日 10 : 20-10 : 50 
陶 9 : 20-9 : 40 
川西地区 10: 00-10: 20 

トー~ 10: 40-11 : 10 
9 : 20-9 : 40 

4月20日
塩田地区

10: 00-10: 10 
自白 10: 30-10: 50 

町三
11 : 00 -11 : 20 

市 9 : 00-11 : 00 

場所

踏入公会堂

東部地区防災センター

新田 区民会館

明 照会

西 脇 ~ ェ 自官
新 屋 ぷZ〉三、 自官

報恩寮前

諏訪形公会堂

下 塩尻公会堂

温尻 地 区公民館

秋 手口 公会堂

川 辺 町 会館

中 之条公会堂

市 豊殿支所

上野が丘公民館

小 泉区民会館

泉田公民館

東塩 田老人集会所

市塩田支所

神川地 区公民館

大屋公会堂

西塩田事業所

相染防l
農協泉国支所

{古田公民館

市川西支所

東部地区防災センター

南天神町公会堂

市役所(西庁舎車庫円リ)

上川原柳町公会堂

新田区民会館

川 辺町会館

御所公会堂

一好 町 公会堂

上紺屋町公会堂

新屋会館

常磐町会館

神畑公会堂

上半過公会堂

下之条公会堂

消防旧東北分署

金井公会堂

殿城郵便局円IJ

農村環境改善センター

町 吉田公会堂

神 川 地区公民館

下青木公会堂

岩門公会堂

中組公会堂

下之郷公会堂

合同庁舎裏庭

染屋公会堂

国分仁王堂円IJ

舞 回八ι‘白ムZミ 2主

イ呆野公会堂

市塩田支所

上室n基幹センター
下室 1~ 生活センター

市川西支所

本目 染 階l
野念公会堂

西海団事業堕j
西土孟回 会館

合同庁舎裳庭 |

犬の登録と予防注射
犬の登録と春季予防注射を左記の日程により行います。

通知書(ノ、ガキ)を持参のうえ、最寄りの会場へ飼い犬を

お連れください。

料金は、注射料 1頭につき 1，700円、登録料1頭につき

2，100円で、合計3，800円です。注射の際に交付される W‘

んさつ、、 は、 犬の首輪に必ずつけてください。

この期間中に受けられない場合には、 5月1日(刈から

5月15日(刈ま での聞に個別訪問して注射を行います。この

場合、訪問料として 1頭につき 1，500円が加算されます。

犬が死亡、行方不明または移動した場合は、生活環境

課へ御連絡ください。

〈生活環境課環境指導係官⑫4100内線302・有線②0671>

年金は、いつの時代にあっても、そのときの社会経済

情勢に見合っ た価値のあるものでなければなりません。

国民年金は、働け る若い世代が順 ぐりにお年寄りを支え

ていくと い う、 世代聞の助け合いを基本にしています。

また、年金の実質価値を維持するために、少なくとも 5

年ごと に財政再計算を行った り、物価が 5%以上上昇 し

た場合には年金額の見直しをすることになっています。

これに対 して個人年金は、一定期間掛金を積み立て、

将来、その元金と 利子を財源に年金として支払っていく

仕組みてい、いわば貯蓄のようなものです。したがって物

価 の上昇などに よる目減りに対応することは困難となり

ます。

国民年金と個人年金 一一送後の備えという点では同 じ

目的をもっていますが、その仕組みゃ役割は大きく違う

のです。

国民年金と個人年金の違い

国民年金 個人年金

法律の定めにより強制加入

※サ ラリーマンの妻などは 加 入 個 人の希望で加入

希望加 入

加 入者の保険料とその運用
財 j原

加 入者の掛け金と

利子お よび国の負担 その利子

物価 ・賃金の上昇に応じて

年金額をスライド。また、
年金額 契約したときの額

生活水準などを考慮して改

善

全額が国の負担 事務費
接トけ金の中でまか

なう
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